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合理化設計の低減範囲の設定は，大きく次に示す 2 つの工程からなる．第 1 工程は，当該アレイ
の前方に風除けとなるアレイが存在することによる低減量を，周囲端部である先頭アレイの風力係
数で除して相対分布として表すもので，この手法を用いると迎角の異なる群集アレイを，画一的な
推定式で評価可能となる．第 2 工程は，第 1 工程で得た JIS 規格で言う周囲端部からの相対分布評
価を更に合理化するため，先頭アレイよりも風力係数の大きい単体パネルの風力係数で再評価する
 ものである．この手法を用いると，定義が曖昧であった周囲端部の位置及び周囲端部と単体パネル
の区別が明確となるだけでなく，JIS の提案する 1/2 低減範囲を更に拡大でき，合理化設計に寄与
するものである．  




















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
本論文の審査過程および公聴会において，審査員ならびに出席者から，ソーラーパネルの風力係
数の平面分布特性やレイノルズ数に対する依存性および風力係数の平面分布の推定式などに関す
る質問がなされたが，いずれも著者による的確な説明がなされ，質問者の理解が得られた． 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、
本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
 
